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中国地域ニュービジネス特別賞

陸上循環濾過養殖システムの事業化

地下水を利用した陸上循環濾過水によるギンザケ養殖を他社に先駆けて商業ベース化。サーモン養殖
及び「循環濾過養殖システム（ＲＡＳ：Recirculating　Aquaculture　System）」でも最先端を行くノル
ウェーでの実績と技術をベースに、国内で特許取得(親会社)した世界最先端の養殖システムにより、陸上
でのギンザケ養殖が可能となり、高密度・高効率・高い歩留り・高い競争力を実現した。密閉させた建物内
で、汲み上げた新鮮な地下水を元に循環濾過しながら育成させるため、従来のかけ流し方式に比べ、害鳥
獣・水質汚染・ウイルス・気候変動等による毀損率を圧倒的に低減させることができる。また、国内では海
水温の関係で不可能だった通年生産も、水温管理ができることから海水温が高くなる５月以降でも成魚
の飼育が可能となり、通年、高鮮度で高値販売を行うことができる。漁港内にプラントを建設したことで、
船での大量出荷が可能となり同業他者に比し輸送面の優位性も高い。

【推薦団体】株式会社山陰合同銀行　東伯支店

国内の養殖大手である株式会社林養魚場の子会社として、平成28年に会社を設立した。日本初となる産
業スケールのＲＡＳを導入した本社工場にて、平成29年１月から操業開始した。ＲＡＳは、在来型の養殖方法
に比べ、生産効率に優れ、安定的に生産が行え、また環境に優しいシステムであることから、今後更に進む
食料問題などに対しても一石を投じる次世代の養殖方法として、世界的にも注目の新技術である。基幹事
業は、このＲＡＳを使い、大手海面養殖業者（弓ヶ浜水産(株) ニッスイグループ）へのギンザケ種苗供給を主
体とし、併せて大型ギンザケ（自社ブランド「とっとり琴浦グランサーモン」）の生産も行い、年間合計600t
の生産を行うものである。今後は、自社で鮮魚の加工・製品開発・飲食業などの６次産業化への取り組み
や、海外への販売も視野に入れた「とっとり琴浦グランサーモン」のブランド化に取組み、“鳥取県をサーモ
ンの発信地にする”を目標に日々邁進していく。

●密閉させた建物内で汲み上げた地下水を循環濾過して育成するため、従来のかけ流し方式に比べ害鳥
獣、水質汚染、ウイルス、気候変動などによる毀損率を圧倒的に低減させている。

●酸素濃度を一定に保つようコンピューター管理することで、従来のかけ流し方式に比べ高密度（同一容
積で5～8倍）での飼育を可能としている。

●銀鮭養殖分野での陸上循環濾過水養殖を商業ベース化したことで、今後はシステムをパッケージ化し
販売することで事業拡大が図れる。
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